
フ ラ ンス語 にお け る文体 的倒 置構文 の 分布 上 の制 限 につ いて

藤田 健

はじめ に

 フ ラ ンス語 には 主語 と動詞 句 が倒 置 して いる構 文 が存 在す る。 この 構 文 は従 来 、

文体 的倒 置構 文(stylistic inversion,以 下SI構 文)と 呼 ば れて い る。 このSI構 文 は・

直接 目的語 が生 起 す る場 合、 その位 置 に よって可 能 か ど うか が制 限 さ れる とい う点

で特徴 的で あ る。SI構 文 につ いて は、 生成文法 の 枠組 み で構 造 に関す る研 究 が従 来

多くなさ れて い るが・ 一致 した解決 案 は見 出され て いな い。 分布 上の 制 限 に関 して

は、 ほ とん ど研 究 がな さ れて お らず、 あ るに して も不十分 な もので あ る。 本稿 の 目

的は、 まずSI構 文 の構造 につ いて考 察 し、 その構 造 を も とにGB理 論 の 下位理 論 で

ある格理 論 の観 点 か らその制 限を説 明 す る ことに ある。

 以下 で は、 次 の 順序 で議 論 を進 めて い く。1章 では、 本稿 で扱 うSI構 文の分 布 上

の制 限 を記 述す る。2章 で は、SI構 文 に関 する先 行研 究 を、 構 造 に関 す る もの と分

布上の制 限 に関す る もの とに分 け、 そ れぞ れの分 析 の概 観 と問題 点の 指摘 を行 う。

3章 で は、 これ ら先行研 究 に かわ る本稿 で の分 析 案 を提 示 す る。4章 で は、3章 で

の分 析 を支 持す る現 象 を提示 す る。最 後 に5章 で、 本稿 の ま とめ と今 後の 展望 にっ

いて述 べ る。

1,SI構 文 に見 られ る分 布 上 の制 限

 本章 で は、 本 稿 で扱 う現象 を見 てい く。 本稿 で 扱 うSI構 文 とは、 主 語名 詞句 と動

詞句が倒 置 して いる構 文 であ る。 この構 文 には、 動詞 の種 類等 に関 して、 以下 の よ

うに分布 に制限 が あ る。 非 能格(unergative)動 詞、 非 対格(unaccusative)動 詞、 受

動文、 代 名動 詞 の場 合 に は許 され るの に対 し、 直接 目的語 を含 む動 詞 句 では容 認 不

可能 で あ る1。 以下 で は、aが 接 続法 の動 詞 が倒 置 して いる例、 bがwh句 を含 む補 文 に

おいて倒 置 が起 き てい る例 で ある。

(1)非 能 格動 詞

a. Je ne  crois   pas [qu'ait    cri�

 I     believe not  that have cried

 "ピ エ ー ル が 叫 ん だ と は 思 わ な い 。"

b. Je me demande bien [quand a   cri�

 I  wonder    well  when  has cried

 "ピ エ ー ル は い っ 叫 ん だ の だ ろ う 。"

[Pierre]].

[Pierre]].
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(2)非 対 格動 詞

a. Je ne crois pas [que soient arriv駸 [les hommes]].

           be     arrived  the men

 "そ の 人 た ち が 到 着 し た と は 思 わ な い 。"

b. Je me demande bien [quand sont arrives [les hommes]].

 "そ の 人 た ち は い っ 到 着 し た の だ ろ う 。"

(3)受 動 文

 a. Je ne crois pas [qu'aient 騁�  construits   [les immeubles]].

            have  been constructed   the buildings

 "そ れ ら の 建 物 が 建 て ら れ た と は 思 わ な い 。"

b. Je me demande bien [quand ont 騁� construits [les immeubles]].

 "そ れ ら の 建 物 は い つ 建 て ら れ た の だ ろ う 。"

(4)代 名 動 詞

 a. Je ne crois pas [que se  soient vendus [ces   livres]].

             self be    sold    these books

 "こ れ ら の 本 が 売 れ た と は 思 わ な い 。"

b. Je me demande bien [quand se sont vendus [ces livres']]

 "こ れ ら の 本 は い っ 売 れ た の だ ろ う 。"

(5)直 接 目 的 語 を 含 む 動 詞 句

 a.*Je ne crois pas [qu'ait    invit�  ces   hommes [Paul]].

           that have invited these men

 "ポ ー ル が こ れ ら の 人 を 招 待 し た と は 思 わ な い 。"

b.*Je me demande bien [quand a invit� ces hommes [Paul]].

 "ポ ー ル は い つ こ れ ら の 人 を 招 待 し た の だ ろ う 。"

この制 限 は、 単 に動詞 句 に動 詞 以外 の要素 が含 まれて い るこ とが原 因 なの で はな い。

目的語 名 詞句 で な く、 前 置詞 句 が含 まれる場合 には、 次 の よ う に容 認 可能 で ある か

らで あ る。

(6)前 置詞 句 を含 む動 詞句

a.?Je ne crois pas [qu'aient mang� dans ce  restaurant

           have  eaten in   this restaurant

[ces   linguistes]].

these linguists

 "こ れ ら の 言 語 学 者 が こ の レ ス ト ラ ン で 食 事 し た と は 思 わ な い 。"

b.?Je me demande bien [quand ont mang� dans ce restaurant
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[ces l匤guistes]].

  "こ れ ら の 言 語 学 者 は この レ ス トう ンで い つ 食 事 した の だ ろ う。"

ま た、 直 接 目的 語 を 含 む 動 詞 句 で も 直 接 目 的語 が 動 詞 に後 続 し な い 場 合 に は 可 能 で

ある 。 直 接 目的 語 をclitic化 し た 例 が(7)、 関 係 節 で 直 接 目的 語 を 抜 き だ した例 が

(8)で あ り、 い ず れ も 容 認 可 能 で あ る 。

(7)le  mendiant [�  qu�  les  a   donn馥s [Marie]]

the begger    to whom them has given

"マ リ ー が そ れ ら を あ げ た 乞 食"

(8)?les fleurs  qu a   donn馥s au   mendiant Marie]]

  the flowers  that has given   to-the begger

  "マ リ ー が 乞 食 に あ げ た 花"

こ こで 文 法 性 の 要 因 と な っ て い る の が 、 動 詞 に 直 接 目 的 語 が 後 続 す る か 否 か で あ る

とい う こ とは 次 の 例 か ら も 示 唆 さ れ る。

(9)*le  mendiant [�  qui  a   donn� des  fleurs  [Marie]]

the begger    to whom has given some flowers

"マ リ ー が 花 を あ げ た 乞 食"

同じ動詞 で も、(8)の よ うに 直接 目的語 が動詞 に後 続 しな い関係 節 の場 合 には容 認 可

能であ る の に対 し、(9)の よ うに 直接 目的語 が後続 す る関係 節 の場 合 に は容認不 可 能

であ る。

 このSI構 文の 分布 に関す る制 限 に関 して は、 生 成文 法 の分 野 におい て あ ま り扱 わ

れてお らず、 構 造 に関す る議 論 が主 にな されて き た。 上 で見 た よう に、 この制 限 を

説明 す る ため には、 直接 目的語 の しめ る位 置 を考 慮 に入 れる 必要が あ る。 以下 で、

SI構 文 の構造 に関 する従 来 の先 行研 究及 び分布 に関す る制 限 に対す る 先行研 究 を概

観 し、 その 問題 点 を指摘 した上 で、分 析 を すす め て い く。

2,先 行 研 究

 本 章 で は、SI構 文 に関 す る先 行研 究 を簡 単 に紹 介 し、 そ の 問題 点 を指 摘 して い く。

まず2.1でSI構 文 の構 造 一般 に関 す る研 究 を見 てい き、次 に分布 上 の制 限 に触 れた研

究を見て い く。

2.1.構 造 に関す る研究

 SI構 文 の構 造 に対 す る従 来 の研 究 は、 主 に二 っ に分 け られ る。 一っ はVがCま で主

一145一



要 部 移 動 す る と す る も の で、 も う 一 つ は 主 語NPがVPの 付 加 位 置 に 移 動 あ る い は 基 底

生 成 さ れ る と い う もの で あ る 。 以 下 で この 二 つ の 案 を 検 討 して い く。

2.1.1.Vの 移 動

 Deprez(1990)は 、 SI構 文 はVがT,AGR2を 経 由 しC主 要 部 へ 移 動 す る こ と に よ つ て 派

生 さ れ る と分 析 して い る。 更 に、VP内 主 語 仮 説 を と り、 SI構 文 に お い て 主 語NPはVP

内 に と ど ま っ て い る と し、 通 常 の 主 語 の 位 置 は 虚 辞 の 空 範 疇 が しめ る と して い る 。

こ の 構 造 は(10)の よ う に 示 さ れ る。

(10)  ﾇP   〈

wh  C'
〈
C  AGRPl 八

V; exp  AGR'
   へ
AGR  TP l 〈

t; T  VP
  t へ
tlNP V,    i

V
i
t

Deprezは こ の 構 造 を 仮 定 す る こ と に よ っ て 次 の 現 象 を 説 明 す る こ と が で き る と 主 張

して い る 。

(i)い わ ゆ るindividual level predicateの 場 合 、 SI構 文 が 不 可 能 で あ る。

(11)a.individual level predicate

??Que  comprennent les gens?

 what understand  the people

"人 々 は 何 を わ か
っ て い る か 。"

??Qu'appr馗ient   les observateur?

 what appreciate the observers

"傍 観 者 は 何 を 評 価 し て い る の か
。"

b.stage level predicate

Qu'ach鑼ent les consommateurs?

what buy    the consummers

"消 費 者 は 何 を 買 う の か
。"

Que  disent les commentateurs?

what say    the commentators

"解 説 者 は 何 と 言
っ て い る の か 。"
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piesing(1992)・Kratzer(1989)は ・ individual level predicateとstage level

predicateと い う意 味 的 な 区 別 が 、 統 語 的 な 制 約 と して 反 映 さ れ る と主 張 して い る3。

彼 らの 主 張 に よ る と・stage level predicateの 場 合 主 語 がVP内 に 生 成 で き る の に 対

し、individual level predicateの 場 合 ・ 主 語 はVP内 に 生 起 す る こ と が で き ず 、 VP

の 外 に生 起 しな け れ ば な らな い 。 従 っ て 、individual level predicateを 含 むsr構

文 が 不 可 能 で あ る の は・ ▽P内 に 主 語 が 生 起 で き な い た め に・ 主 語 がVP内 の 位 置 に と

どま っ て い るSI構 文 の 構 造 が 許 さ れ な い た め で あ る と説 明 で き る 。

(ii)SI構 文 の 場 合 、 主 語 内 の 要 素 の 抜 き 出 しが 可 能 で あ る。

(12)a.Combien; veut-il  que  soit d駱ens� [t; d'argent]?

  how-much wants he that be   spent       of money
"彼 は ど れ く ら い の お 金 が 消 費 さ れ る こ と を 望 ん で い る の か

。"

b.*Combien、 veut-il que [ti d'argent} solt d駱ens�?

量化詞combienを 主 語NPか ら抜 きだ した場 合、通 常 の語順 の場合 には容 認 不可能 で あ

るの に対 し、SI構 文 の場合 には 容認 可能 であ る。 Deprezは 、 S工構 文 の場 合 主語 がVP

内にあ りVに よって適 正統 率 されて いる の に対 し、 通常 の語 順 では 主語 がVPの 外 にあ

り適正 統率 され な いため に この 対立が 生 じると主張 して いる。

(iii)SI構 文 が、 補 文 標識siと 共起 でき な い。

(13)*Je me demande si viendra   Marie.

I  wonder     if will-come

"マ リ ー は 来 る の だ ろ う か
。"

Deprenは 、 siがC主 要 部 の 位 置 を しめ る の で 、 VがCへ 移 動 で き な い た めSI構 文 が 不 可

能 と な る と 主張 して い る。

 以上 の 三 点が(10)の 構造 に対 す る主 要 な根拠 で あ る。 第 一 点 と第 二 点 にっ いて は

賛同 でき るが、 第 三 点 に対 して は明 らか な反例 が存 在す る。(14),(15)に 示 す よう に、

補文標識 °g�2°とSI構 文 は共起 可能 で あ る。

(14)O�    crois-tu    qu'est   all� Jean?

where believe-you that has gone

"あ な た は ジ ャ ン が ど こ へ 行
っ た と 思 い ま す か 。"

(15)Je ne  veux pas que  soit invit�  cet  homme.

  I     want not that be   invited this man

  "私 は こ の 人 が 招 待 さ れ る こ と を 望 ま な い 。"

もしSI構 文 がVのCへ の 主要部 移 動 であ るな らば、 siと 同 じくC主 要 部 の位 置 を しめ る"
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que"と も 共 起 不 可 能 で あ る は ず で あ る。 Deprezは こ の 例 を 説 明 す る た め に、 フ ラ ン

ス語 に お い て は"que"が 補 文 標 識 と疑 問 詞 の 両 方 に用 い ら れ る こ と か ら、 CP指 定 部 と

C主 要 部 の い ず れ に も生 起 可 能 で あ る と して い る。 しか し、SI構 文 に お い て"que"が

CP指 定 部 に あ る の な ら、(14)はwh-islandの 構 造 と な る。 す る と、�011nが 抜 き 出 さ れ

る こ と が で きず 、 非 文 と な る と誤 っ た 予 想 を して し ま う。

 ま たVP内 の 要 素 が 主 語 に 先 行 す る と い う 事 実 も 説 明 で き な い。(16)の よ う に、 動

詞 句 に前 置 詞 句 が 含 ま れ て い る 場 合 、 この 要 素 は 動 詞 に 先 行 す る こ と が で き る。 ま

た 、(17)の よ う に 動 詞 がsmall clauseを 含 む 場 合 、 small clause内 のpredicateは 主

語 に 先 行 しな け れ ば な ら な い 。

(16)?Je ne crois pas qu'aient mang� dans ce   restaurant

           have  eaten in   this restaurant

ces   linguistes.

these linguists

"こ れ ら の 言 語 学 者 が こ の レ ス ト ラ ン で 食 事 し た と は 思 わ な い
。"

(17)a.Que  croit   beau     cette fille?

   what believes beautiful this  girl
"こ の 少 女 は 何 を 美 し い と 思 い ま す か

。"

b.*Que croit cette fille beau?

VがCへ 移 動 し主 語 がVP内 に と どまるな らば、 VP内 の他 の要 素 は主語 に後続 す る はず

で あ り、 こ こで も誤 っ た予想 を して しまうこ とにな る。

 この よ うにVがC主 要部 に移 動 してい るとする分 析 は、 経験 的 な観 点 か ら妥 当で は

な い。

2.1.2.主 語NPのVP付 加

 Kayne and Pollock(1978)は 、 主 語NPがVPに 付 加 移 動 す る と分 析 して い る 。

(18) S'

〈
COMP  S
/¥
ti  VP
/¥

 VP  NP,

 Noonan(1989),小 川(1992)は 、 IP指 定 部 にproが 生 成 し、 pr。 と 同 一 指 標 を も つNPが

VP内 の 付 加 位 置 に 基 底 生 成 さ れ る と い う分 析 を提 示 して い る 。

 ,・



(19)
一ヌ ＼
pro    I'〈

   I    VP
/¥
VP  NP

どち らもNPがIPで はな くVPに 付 加 して い る として いる。 これ を支持 す る現 象 と して、

聞接 的 では あ るが、Kayne(1986)が 空の代 名詞 の例 を挙 げて い る。 Kayneは 、 量 化 詞

が名 詞句 を伴 わず に現 れ る場 合、[Q[e]・ ・… mi・al]の ような構 造 を もつ と し、 こ

の主 要部 で あ る空 の代 名 詞 は統 率 され ない位 置 にお いて のみ認 可され る と仮定 して

いる。VP内 の位 置 が統 率 され る とす る と、名詞 句 を伴 わ ない量 化詞 がVP内 で は生 起

不可 能で ある こ とが予想 され る。SI構 文 におけ る主語NPがVP付 加 であ るかIP付 加 で

あるか は、 この要 素 が生 起 可能 で あ るか どうか に よって わか る。 可能 で あれ ば統 率

されな いIP付 加 の位 置、 不 可能 で あれ ば統率 さ れ るVP付 加 の位 置 であ る。 実際 には、

次に示 され る よ うに不 可能 で ある。

(20)a.le jour o� trois sont arriv駸

   the day when three have arrived "三 人 が 到 着 し た 日"

b.*le jour o� sont arriv駸 trois

この 事 実 は 、SI構 文 に お い て 主 語NPがVP付 加 の 位 置 に あ る こ とを 示 して い る。

 し か し、(18)の 構 造 の ま ま で は 主 語NPの 痕 跡 が 先 行 詞 で あ る移 動 先 の 主 語NPにC統

御 さ れ て お らず 、 適 正 束 縛 条 件 の 違 反 と な って し ま う。Kayne(1980)は 、 これ を 避 け

るた め に、 主 語NPがLFでCOMPに 移 動 し、 wh句 と 主 語NPがabsorpti。n4を 引 き起 こ す と

仮定 して い る 。

(21)    S'一¥

 NP     S<  <

NPi  wh」  tl   VP
O
t,

しか し、 先 に見 た よう に、SI構 文 は主 語 が固有名 詞で あ る場 合 も可能 であ る。

(1)a. Je ne  crois   pas [qu'ait   cri�  [Pierre]].

   王  not believe      that have cried

この 場 合 に、operatorと は 考 え に く い 固 有 名 詞 がwh句 とabsorpti。nを 引 き 起 こす と

いう 考 え に は 難 が あ る。

(19)の よ うにproを 仮定 す る構 造 では、 痕跡 が存 在 しな い ので適 正束 縛 の問 題 は生
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じな い 。 しか し、IP指 定 部 の 位 置 にproを 仮 定 して い る 点 に 問 題 が あ る 。 一 般 にpro

は イ タ リ ア語 等 の よ う に 一 致 が 豊 富 な 言 語 に お い て の み 生 起 可 能 で あ る と主 張 さ れ

て い る。

(22)pro parla  inglese.

    speaks English "(彼 は)英 語 を 話 す 。"

実 際 、Rizzi(1992)は 、 イ タ リ ア 語 の 自 由 倒 置 構 文 に お い て(23)の よ う にproを 仮 定

して い る 。

(23)pro ha  telefonato Gianni.

    has telephoned    "ジ ャ ン ニ は 電 話 を した 。"

こ れ に対 し、 フ ラ ンス 語 で は 通 常 の 語 順 の 場 合 、proの 生 起 が 許 さ れ な い 。

(24)*pro parle  anglais.

    speaks English

小 川(1992)は 、 こ の 点 に関 し て 次 の よ う に 主 張 して い る。SI構 文 に お い て の みproの

生 起 が 許 さ れ る の は 、LFに お い てwh句 に よ っ て 引 き起 こ さ れ るV-1のCへ の 移 動 に よ

り、proがV―1に よ っ て 右 方 向 に 統 率 さ れ る た め で あ る 。 しか し、 こ の 分 析 で は、 wh

句 が 現 れ な い 接 続 法 を 含 む 文 で もSI構 文 が 見 ら れ る と い う事 実 を 扱 う こ と が で き な

い。

 ま た、proが 許 さ れ る 言 語 で は 、 い わ ゆ るthat-t効 果 が 見 ら れ な い こ と が 知 ら れ て

い る 。

(25)Chi credi      che  e telefoner�?

who you-believe that   will-telephone

"君 は 誰 が 電 話 を す る と 思 う か
。"

Rizzi(1992)は 、(25)は 実 際 に は 自 由 倒 置 構 文 で、 wh句 は 次 の よ う にvP内 の 位 置 か ら

移 動 して い る た めVに よっ て 適 正 統 率 さ れ、ECP違 反 を 引 き起 こ さ な い た め 文 法 的 で

あ る と説 明 して い る。

(26)Chi; credi che pro [vp telefoner� t;]?

も し フ ラ ンス 語 のSI構 文 に お い てproが 生 起 す る の で あ れ ば、 that-t効 果 が 見 ら れ な

い こ とが 予 想 さ れ る。 しか し実 際 に は フ ラ ン ス語 で は 、that-t効 果 が 見 られ る 。

(27)*Qui crois-tu que e t�1駱honera?
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この よ う に、 通 常 の 語 順 の 文 に お い てproが 生 起 で き な い こ と や 、 that-t効 果 が 見 ら

れる こ と か ら、proをSI構 文 に 設 定 す る 分 析 に も 難 が あ る 。

 以上 の ように、 主語NPをVPに 付 加移 動 させ る分析 やproを 仮定 す る分 析 には理 論 的

に難 点が あ る。

2.2.分 布 の 制 限 に 対 す る研 究

 生 成 文 法 の 枠 組 み でSI構 文 の 分 布 に 関 す る制 限 に対 して説 明 を与 え て い る研 究 と

して 、Emonds(1976),Dubisson(1979)が あ る。 彼 ら はKayne and Pollock(1978)と 同

様、 主 語NPを 移 動 さ せ る 分 析 を と っ て い る 。 しか し、 移 動 先 に 関 して は 、 直接 目 的

語 の 位 置 で あ る と主 張 して い る。 こ の 分 析 で は、 直 接 目的 語 が 動 詞 の 後 ろ に現 れ る

場 合 にSI構 文 が 不 可能 な の は 、 主 語NPの 移 動 先 が 直接 目 的語 に よ っ て しめ られ て お

り、 移 動 で き な い と い う理 由 に よ る。

(28)*/乳

NP VP

¥Vﾑ・ 移動 不 可

しか し、 この分析 は、 自動詞 の場 合 も 直接 目的 語 の位 置 が生成 され る こ とを仮 定 し

なけれ ば成 り立 た ない もの で ある。 主語位 置 とは 異 な り、 目的語 の位 置 は 目的語 に

対 して θ役割 を付 与 す る動詞 の場 合 に のみ生成 され るはず で あ る。 従 っ て、 目的 語

にθ役 割 を付 与 しない 自動詞 の場 合 に 目的語の 位 置が 生成 さ れ るこ とは有 り得 な い。

 また、 目的語 の位 置 を しめ る要 素 で あれ ば、LFに お いてAGROP指 定部 に移動 す る た

め、 目的 語 のふ る まい を示す はずで あ る。 しか し、 実 際 は、SI構 文 にお け る主語NP

は、定 動 詞 との 一致 等、 主語 の ふ る まいを示 す。

この よ うに、 この分 析 は理 論 的 にも経験 的に も妥 当な もの で はな い。

3.提 案

 本章 で は、SI構 文 にお け る分布 上 の制 限 に対 す る分析 を提 案 す る。 まず 、本 稿 で

提案 す る仮 定 を示 した後 で、 具体 的 な現象 につ い ての説 明 を進 め てい きた い。

3.1.提 案 す る仮 定

 本 稿 で は、SI構 文 に お け る 分 布 上 の 制 限 は、 格 理 論 の 観 点 か ら説 明 が 可 能 で あ る

と主 張 す る。SI構 文 の 構 造 は、 VP内 主 語 仮 説(cf.Fukui(1986),Kuroda(1988),

SPortiche(1988))を 採 用 し、 以 下 の よ う に 仮 定 す る 。
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(29)  cp/¥

wh   ﾇ'
/¥
C   IP

＼ i'

〈
I    VP
<  <V
1 ﾌ V'  ﾑP
O
t1

こ の 構 造 で は、 主 語NPは 、 移 動 して い る の で は な く、 VP内 のV'の 右 側 に 基 底 生 成 さ

れ て い る5・6。 主 語NPの 基 底 生 成 の 位 置 に つ い て は 次 の よ う な パ ラ メ ー タ ー を 設 定 す

る。

(30)フ ラ ンス語 のVPに お いて 主語NPはV'の 左右 いず れの位 置 にお いて も基底 生成 が

 可能 で あ る。

フ ラ ン ス 語 の場 合 、 一 般 に 主 語NPは 左 側 に 生 成 さ れ る と考 え ら れ て い る が 、 Giorgi

and L。ngobardi(1991)の よ う に右 側 に 生 成 さ れ る とい う 分 析 も あ る 。

 ま た 、(29)の 構 造 で は、Vが1に 主 要 部 移 動 して い る。 こ れ は、1とVの 融 合 に 関 し

て 、PollQck(1989)が 提 案 す る次 の 仮 定 に 従 っ て い る。

(31)フ ラ ン ス 語 で は 、S構 造 でVが 工に繰 上 が っ て い る7。

こ の 主 要 部 移 動 は 、Deprez(1990)が 主 張 す るVのCへ の 移 動 と 異 な り、 SI構 文 以 外 の

場 合 も義 務 的 に 起 こ る移 動 で あ る。

 (30),(31)に 基づ い て(29)の よ うな構造 を仮 定す れば、 先行 研 究で指 摘 した問題 点

は解決 され る。VはCへ は主要 部移 動 しないの で、 C主 要部 を補 文標 識 が しめ る こ とが

で き、"que"とSI構 文 が共 起 可能 で あ る こ とが説 明 で きる。 また、 IP指 定 部 か らの主

語 の移 動 に よる痕跡 が存 在 しないの で、適 正 束縛 条件 も関与 しな い し、proの 設定 を

仮 定 す る必要 性 も な いので あ る。

 この構 造 を基 に、SI構 文 の分 布上 の 制限 を説 明す る上 で、 格 に関 して次 の よ うな

仮 定 をす る。

(32)一 つ のitemは 二 っ のNPを 同 じ方 法 でCase-indexす る こ と が で き な い8。

(33)統 率 に よ る 格 付 与 は、 お の お の の 投 射 に お い て 主 要 部 に 対 してcanonicalな 位 庫

 に あ る 要 素 に 対 して の み 可 能 で あ る9。

(34)格 フ ィ ル タ ー の 要 請 に よ る移 動 の 連 鎖 は 局 所 的 で な け れ ば な ら な い ユo。

(35)LFに お い て 主 語NPはIP指 定 部 に お い て φ一feature11のcheckingを 受 け る。
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(32)はBaker(1988)が 提 案 し て い る も の で あ る。 本 稿 で は ・ 格 付 与 の 方 法 に は ・ 統 率 ・

,,致 及 び 主 要 部 の 編 入(incorporation)の3種 類 が あ り、 音 形 を も っNPは こ の い ず れ

かの 方 法 に よ っ てS構 造 に お い て 格 付 与 さ れ て い な け れ ば な らな い(格 フ ィ ル タ ー)

と考 え る 。 統 率 、 一 致 の 区 別 につ い て は・Koopman and Sportiche(1991)が 主 張 し て

お り、 主 要 部 の 編 入 に つ い て は 、Baker(1988)が 主 張 して い る。 ま た・(35)は

Cho皿sky(1991)が 示 唆 して い る も の で あ る。(33)・(34)は 本 稿 独 自 の 仮 定 で あ る が 、

格理 論 に お け る 方 向性 や 連 鎖 に お け る 局 所 性 の 重 要 性 は しば しば議 論 さ れ る 所 で あ

り、 不 自 然 な も の で は な い 。 以 下 で ・ こ れ らの 仮 定 に よ っ て ・SI構 文 と通 常 の 語 順

の文 との 間 の相 違 が説 明 で き る こ と を 示 して い く。

3.2.SI構 文 に お け るNPに 対 す る格 付 与

 1章 で 述 べ た よう に、 後続 す る直接 目的語 を伴 う動詞 の場 合SI構 文 は容 認不 可能

である。 本 節で は、3.1で 示 した仮定 に基づ き、 まず主語NPに 対 す る格 付 与 の 方法 を

考察 した上 で、 分 布 上 の制 限 が格理 論 に よって説 明で き るこ とを示 して い く。

3,2.1.SI構 文 に お け る 主 語NPへ の 格 付 与

 SI構 文 にお いて、 主語NPに 対 して格 が どの よ う に して付与 され るか につ い て、 明

示的 に示 して いる 先行研 究 は な い。 本 稿で は、SI構 文 の主語NPはS構 造 でV-1に よる

統率 によ り構造格 を付与 され る と考 え た い。

 (29)の 構 造 では、 主 語NPは 王Pの指 定 部 を しめて いない。 構造 格 の付 与 はS構 造 に

おいて行 わ れるの で、 通常 の 語順 の よ うに1と の一 致 に よっ て主語NPが 格 を受 け る こ

とはで き な い。 で は どの よ う に して格 が付 与 さ れ るの で あ ろ うか。3.1で 述 べ た よ う

に、格付 与 には3種 類 の 方法 が ある。(29)で は主 語NPの 主 要部 で あ るNが 編 入 して い

ないので、 一致 以 外 で可能 な 方法 は統 率 に よる格 付与 だけで あ る。 従 って、統率 に

よって格 付与 さ れ る と考 え ら れる。

 では、 格 付与 子 は何 で あ ろ うか。 統 率 に よる格 付与 は格 付与 能 力の あ る語 彙的 主

要部 に よっ てな され ねば な らな い。SI構 文 は、 主 に格 付与 能 力の な い 自動 詞 にお い

て観察 され る構 文 で あ るので 、Vに よっ て格付 与 さ れ るとは 考え られな い。 この問 題

は(31)の 仮定 に よ り解 決 され る。 フ ラ ンス語 に お いては(36)の よ うにS構 造 にお い

てVが1に 繰上 が って い る。
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(36)  ﾇP〈

wh  C'
/¥
C   IP
＼ r

I     VP      government

/＼/＼ ミ
VI IJV' NP  △

   tl

Vが1に 繰 上 が れば、V-Iが 語 彙 的 な性 質 を もっ と考 え る こ とがで き る。1は 格付 与能

力 を もって いるの で、V-1が 統率 に よって格 を付与 で きる と考 えて も不 自然 で は ない。

 こ こ で 問 題 とな る の は、 定 動 詞 と 主 語NPが 形 態 的 に 一 致 す る と い う こ と で あ る。

(1) Je ne crois pas [qu'ait cri� [Pierre]].

通 常 の 語 順 の 場 合 に は、 主 語NPはIP指 定 部 の位 置 を しめ る の で、 spec-head

agreementに よ っ て 形 態 的 一 致 が な さ れ る 。 しか し、(36)で は 主 語NPがIP指 定 部 に な

い の で 、 こ の 方 法 は 不 可 能 で あ る。 で は この 一 致 は 何 に よ っ て 保 証 さ れ る の で あ ろ

う か 。 この 問 題 は 、(35)に よ っ て 説 明 さ れ る。

(35)LFに お い て 主 語NPはIP指 定 部 に お い て φ一featureのcheckingを 受 け る 。

主 語NPは 、 LFに お い て φ-featureのcheckingを 受 け る 必 要 が あ る た め、(37)の よ う

にIP(AGRSP)指 定 部 に移 動 す る。

(37)  IP
/¥
NP;  1'
〈
I  VP
〈 へ
V; IV' t;
△
tj

LFで 主 語NPがIP指 定 部 に 移 動 す る と、 spec-head agreementに よ っ て1主 要 部 と の φ一

featureのcheckingが 行 わ れ る。 こ こで 主 語 と定 動 詞 が 正 し く一 致 して い な い 文 は 排

除 さ れ る の で あ る。

 こ の よ う に、(31),(35)の 仮 定 に よ り、S互 構 文 に お け る 主 語 四Pへ の 格 付 与 と動 詞 と

主 語NPの 形 態 上 の 一 致 を 簡 潔 に 説 明 す る こ とが で き る 。

3.2.2.目 的 語NPへ の 格 付 与 に 対 す る 制 約

 前 節で 主語NPへ の格付 与 につ いて考 察 した。 こ れを基 に、 本 節で は 直接 目的語 を

伴 う動詞 の場 合 の 直接 目的語NPへ の格 付 与 につ い て考 察 し、 目的語NPへ の格 付 与 に
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対す る制 約 によっ てSI構 文 の分 布上 の 制限 が生 じるこ とを議 論 す る。

 動 詞 が 直接 目的語 を伴 う場合、 格 フ ィル ター を満 たす ため に格 を必要 とす る酊Pが

二つ あ る。 す なわ ち、 主語NPと 目的蓊NPで あ る。 主語NPはV―1に よって 統 率の も とに

格 を付 与 され る こ とは前 節 で議 論 した。 直接 目的言qNPも 指定 部 の位 置 を しめ て いな

いので、 一致 に よっ て格 を受 けるこ とは で きな い。従 って、 統 率の も とで 格 を受 け

ない と格 フ ィル ターの 違反 を引 き起 こす。 しか し、(32)の 条 件 に よっ て統率 に よ る

格付 与 は妨 げ られ る。

(32)一 っ のitemは 二 っ のNPを 同 じ方 法 でCase-indexす る こ とが で き な い 。

一っの 要 素 であ るV-1は 、 統 率 とい う同 じ条件 の も とで二つ のNPに 格 付 与 す る ことが

でき ない。 従 って、 直接 目的 語NPは 格 を受 けられ ず、 非 文 とな るの で あ る。

(38)*  IP
＼  
1

IY   VP
〈 //＼v
V   I) V'    NP government   /¥

  t   NP   government

この よ う に、SI構 文 に分布 上 の制 限 が存在 す るの は、 主語NP、 目的 語NPの いず れ か

が格 フ ィル ター に違反 す る ため であ る と説 明で き る。

3.2.3.直 接 目的 語 が 生 起 可 能 な場 台

 本稿 の 分析 で は、 も し目的 語NPがV-1に よる統 率 以外 で格 を与 え られ れ ばSI構 文 が

可能 であ る と予想 され る。 この ことを実証 す る例 が次 のcliticを 用 い た文 や関係 節

であ る。

(39)a.le  mendiant �  qui  les  a   donn馥s Marie

the begger   to whom them has given

"マ リ ー が そ れ ら を あ げ た 乞 食"

b.?les fleurs  qu'a     donn馥s au     mendiant Marie

 the flowers that has given   to-the begger
"マ リ ー が 乞 食 に あ げ た 花"

(39a)の よ う に 直 接 目 的 語 をcliticに す れ ばV-1に 編 入 す る こ とに よ っ て 格 フ ィ ル タ

ーを 満 た す こ とが で き る
。 目 的 語NPが 統 率 に よ っ てV-1か ら 格 を 受 け る 必 要 が な い の

で、(32)に 抵 触 せ ず 文 法 的 と な る。 ま た、(39b)の よ う に 直 接 目 的 語 を 移 動 させ れ ば、

AGROP指 定 部 を経 由 す る こ と が で き る。 AGROがAGRSと 同 様 、 一 致 に よっ て 格 を 付 与 で
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きる とす る と、 目的語NPがV-1に 統 率の も とで格 を 受 ける必要 が な くな る。従 っ て

(32)に 違 反 せず 文 法 的 とな るの であ る。

(40)a.編 入 の 場 合

IP

  I'

王       VP

へ   /〈 ＼こ

ノ ゼ 入NP gove「nment
Ni V    t, NP       O

incorporation      t,

b.wh移 動 の 場 合

     CP
八
wh; ﾇ'
/¥
CAGR興=IP)

    AGRS'(=1')

ﾁGRS(=1)1    AGROP
<  <
Vi  AGRS  t,    AGRO,       KL〈

agreement AGRO   VP       
/¥       
V'   NP  government
/¥
t; t;

 この よ うに、 直接 目的語 を とる動 詞 でもSI構 文 が可能 で あ る場合 が 存在 す る こ と

は、SI構 文の分 布 上 の制 限が 格付与 に対 す る制 約 による とい う分析 を支持 す る もの

であ る。

3.2.4.AGROP指 定 部 に お け る 格 付 与 に 対 す る制 約

 前 節 で、 直接 目的語 がwh句 で抜 き出 され る場 合、 AGROに よっ て格 付 与 さ れ るため

SI構 文が 可能 で あ る と主張 した。 しか し、 も しwh移 動 を含 まな い文 の場合 に も、 S

構造 にお い てAGROP指 定部 に 目的語が 移 動 でき る とす ると、 上で述 べ た ような説 明 は

不可能 とな って しま う。 実際 、wh移 動 を受 けな い 目的語 が、 格 を受 け るた め だけ に

AGROP指 定部 に移 動 す る ことが不 可能 で あ る こ とを次 の例 が 示 して い る。

(41)*Je me demande bien [quand a   ces   hommes invit駸 [Paul]].

  I  wonder     well  when  has these men    invited

(41)で は、 定動 詞 の 直後 に 目的語 が置 か れ、 主 語 に先行 して い る。 従 って、 目的 語
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はAGRS主 要 部 とVPの 間 、 す な わ ちAGROP指 定 部 に あ る が 、 こ の 文 は 非 文 で あ る 。

 こ の 事 実 は、(34)に よ っ て 説 明 さ れ る。

(34)格 フ ィルター の要 請 に よ る移動 の連鎖 は局所 的で な けれ ばな らな い。

(41)の 文 の補文 の 構造 は次 の ように な る。

(42)AGRSP_
_
ARS'

 AGRS         ALROP
<    <
VI  AGRS   NPJ    AGRO'

〈
tl  VP
/¥
V' NPk
/¥
t生 tj

(42)に お い て格 フ ィ ル タ ー の 要 請 に よ るs構 造 で の連 鎖 は(NP、,t」)と(NPK)の 二 っ で

ある。 こ の 構 造 に お い て 、NPkはt,をC統 御 し て い る た め に、 (NPj,t;)の 二 つ の メ

ンバ ー の 間 にNPkが 介 在 し、(NP」,t」)が 局 所 的 な連 鎖 と な っ て い な い。 従 っ て、

(34)の 違 反 と な り、 排 除 さ れ る の で あ る。wh移 動 を 受 け る場 合 やclitic化 の 場 合 は、

連鎖 が 格 フ ィ ル タ ー 以 外 の 要 請 に よ る もの で あ る か ら、(34)が 適 用 さ れ ず 文 法 的 と

なる の で あ る。 ま た、LFに お け る φ一featureのcheckingに 対 して も(34)は 適 用 さ れ

ない の で 、LFで の 目的 語 のAGROP指 定 部 へ の移 動 は 排 除 さ れ な い。

 この よ う に、SI構 文 の場 合、 直接 目的語 に対 す る格 付与 が 非常 に制 限 さ れる ため

に分 布 上 の制限 が 見 られ るの で ある。

3.3.通 常 の 語 順 で のNPに 対 す る 格 付 与

 前 節 ま では、SI構 文 にお い てV-1が 二 つ のNPに 対 して統 率 に よる格付 与 が で きな い

ため に分 布 上の 制 限が生 じる と主張 して きた。 で は、 通常 の語 順 で 直接 目的語 が 生

起す る場 合、 主語NPと 目的語NPは どの ように格 を付与 され るの だろ うか。 通常 の 語

順の場 合 、 主語NPはIP指 定部 に移 動 して いる。 こ れは、 主語NPが 定 動 詞 に先 行す る

ことか ら明 らか で ある。

(43)Paul a   invit�  ces   hommes.

    has invited these men

この 場 合 、 主 語NPはIP指 定 部 に あ る の で、1主 要 部 とspec-head agreementす る 。 従

って 、 統 率 で は な く、 一 致 に よ っ てV-1に 格 付 与 さ れ る こ と が 可 能 に な る 。 す る と 統

率 に よ る 格 付 与 が 他 のNPに 対 して な さ れ な い の で、 直 接 目的 語NPが 統 率 の も と で
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V-1に 格 付 与 さ れ る の が 可 能 に な る。 二 っ のNPが 異 な っ た 方 法 でV-1に よ っ て そ れ ぞ

れ 主 格 、 対 格 を 付 与 さ れ る の で(32)に 違 反 せ ず 、 問 題 な く適 格 と な る の で あ る 。

(44)     1_P
/¥
NP; 1'

agreement /1 _¥    VP     〈  へ

    V' t;Y; 1   /¥

  t;   NP government

 この よ うに、 通 常 の語 順の場 合 には 直接 目的語 が 問題 な く生起 す る こ とが、 本 稿

の分析 で は従来 の分析 と全 く平行 的 に扱 う ことが でき る。

3.4.VP指 定 部 に生 成 され る主語 に対 す る格 付与

 3.1に おい て、VPの 場 合 に は、 主 語 は右側 と左側 の いず れ の 方向 でも 生起 が可 能 で

あ る と主張 した。 この仮定 に従 うと、 主語 がV'の 左側 に生起 し、 そ の位 置 に と どま

った ままの構造 も許 され る と予想 さ れ る。 しか し、(45)が 示 す ように、VPの 左側 に

生起 す る場 合、 主 語NPが 基底 の位置 に とど まる こ とは許 され ない。 主語 がV'の 左側、

すな わち定 動詞 の 直後 に現 れ る文 は非 文で あ る。

(45)*Est Paul parti.

  has   left "ポ ー ル は 出発 した。"

こ れ は、(33)の 条 件 に よ っ て 説 明 で き る。

(33)統 率 に よる格 付与 は、 お のお のの 投射 に おい て主要 部 に対 してcanonicalな 位 置

 に あ る要 素 に鰐 しての み可能 で あ る。

こ こ で のcanonicalな 位 置 と は、 当 該 言 語 に お い て 、 主要 部 に 対 して 補 部 が 生 成 さ れ

る 方 向 と 同 じ方 向 に あ る位 置 と い う 意 味 で あ る 。 フ ラ ン ス語 はhead―initialの 言 語

で あ り、 補 部 が 主 要 部 に対 して 右 側 に 生 成 さ れ る の で 、canonicalな 位 置 は 右 側 で あ

る。 こ れ をVPに つ い て 当 て は め る と、 V'の 左 側 の 位 置 は、 VP内 に お い てcanonicalな

位 置 で は な い 。 従 っ て(33)に よ っ て 、 主 語NPに 対 す る統 率 に よ る格 付 与 が 不 可 能 と

な る 。 も ち ろ ん 、IP指 定 部 に な い の で、 一 致 に よ っ て 主 語NPが 格 を 受 け る こ と も で

きず 、 非 文 と な る の で あ る。 主 語 がV'の 左 側 に 基 底 生 成 さ れ た 場 合 に は、(46)の よ

う に 主 語 がIP指 定 部 に移 動 し一 致 に よ っ て 格 を 受 け れ ば 文 法 的 と な る の で あ る。

(46)Paul est parti.

    has left
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 この よう に、 主 語がv'の い ず れの側 にも基底 生成 す る こ とはで き るが、 格理論 の

制約 によ って左 側 の位 置 に と どまる こ とはで きな いの であ る。

4.分 析 を支持 す る現象

 本章 で は、3章 で提 案 した分析 の妥 当性 を証 明 す る現象 を挙 げて い く。4.1で は量

化詞遊 離 現象 を挙 げ・VPの 場 合左右 いず れの 方向 にも生成 の 可能性 を 許 さね ばな ら

ない こ とを示す 。4・2で は イ タリア語 の 自由倒 置構 文 の例 を挙 げ、 この 構 文 を観 察 す

るこ とで 本稿 の分 析 に よる予 想 が立証 され るこ とを示 す。4・3で はthat-t効 果 の例 を

挙げ、 本 稿 で提 案 す るSI構 文 の構造 に よって、 that-t効 果 につ い て も正 しい予 想 が

できる こ とを示す。

4.1,量 化 詞遊 離現 象

本稿 で は、(30)の よ うにVPの 場 合V'の 左右 いず れの位 置 にお いて も主 語NPが 基底 生

成され る と し、SI構 文 は(29)の ように 主語NPがV'の 右 側 に生成 してい る と仮定 した。

本節 では 、左右 い ずれの 方 向 にも主語 が生成 され るとい う主張 が、 量化 詞 遊離現 象

によって 支持 され る ことを主 張 す る。

 主 語 が 右 側 に生 成 さ れ る 可 能 性 に つ い て は、Giorgi and Longobardi(1991)が 示 唆

して い る 。 彼 ら は、NP内 の 要 素 の 抜 き 出 しの 可 能 性 や 代 名 詞 の 束 縛 な どの 現 象 を 観

察 し、NP内 の 主 語 が 生 起 す る 位 置 に つ い て 次 の よ う な パ ラ メ ー タ ー を 仮 定 して い る

12
0

(47)a.Romance ﾁmax

T
Spec X'  a

α=主 語

＼
X  Q

βﾘ補 部

b.Germanic Xmax

/
Spec X'

＼
a  X  Q

これ によ る と、 ロマ ンス諸 語 の場台 主 語がN'の 右 側 に生 成 され るの に対 し、 ゲ ルマ

ン諸 語 で はNP指 定 部 に生成 さ れ る。 Giorgi and Longobardiは このパ ラ メー ターが

NP以 外の 範 躊 に も当 ては まる ことを示 唆 してい る。 彼 らの主 張 に従 え ば、 フ ランス

語の場合 、VPに お いて も主 語 がV'の 右 側の みに生 成 され るこ とにな る。 実 際、 SI構

文にお い て主語 の しめ る位 置 が基底 生 成 される位 置 で あ り、 通常 の語 順 の場 合の 位

置はV'の 右 側か ら移動 す る こ とに よって しめ られ る位 置 で あ る と彼 らは主張 して い

る。

しか しVPの 場 合V'の 左 側 に 主語 が生起 で きな い とす る と、 問題 とな る現 象 があ る。

一159一



次 の量化 詞遊 離現 象 が それで あ る。

(48)Les enfants  ont  tous vu   ce   film.

the children have all  seen this movie

"そ の 子 供 た ち は 皆 こ の 映 画 を 見 た
。"

この 現象 は、 量化 詞 が量化 す るNPと 離 れて生起 す る もので あ る。 も しVPに お いて も

主語 がV'の 右側 に のみ生成 され るの で あれば、(48)は 主 語NPがIP指 定 部の位 置 に移

動 し、 量 化詞 がVPの 左側 に移 動 する という(49)の ような派 生 を考 えね ば な らな い。

(49)  IP〈

NP;   1'
.imo¥
I    VP
A
Q;  VP〈
V'/¥

t, tユ

しか しこの場 合、 量化 詞 の移 動 の動 機 付 けが 明確 でな い上 に、 量化 詞 の遊 離す る位

置が定 動 詞 に隣接 す る右 側 の位 置 に限 られ る とい う事 実 も説 明が 困難 で あ る。

(50)*Les enfants  ont   vu   tous  ce   film.

  the children have  seen all   this movie

この 事 実 に対 して は、Sportiche(1988)が 説 明 を与 え て い る 。 Sporticheは 、 量 化 詞

遊 離 現 象 に お い て 量 化 詞 が しめ る位 置 が、 実 際 に は 主 語 の 基 底 生 成 さ れ る 位 置 で あ

る と 主 張 し て い る73。

(51)  IP
〈
NPi   I'〈

I    VP
< <
V」 工 NP  V,
   へ △
  Q  t, t,

この 分析 に従 えば、 移 動 して い るの はNPで あ り、 Qで はな いの で(50)の ような語 順が

生 じる可能 性 はな い。NPの 移 動 も格 を付与 され るため とい う動 機付 けが あ る。 従 つ

て、 量化 詞遊 離 現 象 を適 切 に説 明す る ため には、(51)の よう に主語 がV'の 左側 に生

成 され る可 能性 も許 さね ばな らない。

 この よ うに、Vの 左側 に量 化詞 が 単独 で生 起 する量 化詞 遊 離現 象 に よっ て、(30)の

パ ラ メー ターの 妥 当性 が支持 さ れる の である。
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4.2.イ タ リア語 の 自由 倒 置構 文 にお ける格付与

 3章 に おい て、 フ ラ ンス語 のSI構 文 にお いて 直接 目的語NPが 動詞 に後続 で き な い

のは、V-1か ら統 率 によっ て格 を 受け る と(32)の 条 件 に違反 する ため で あ ると主張 し

た。

(32)一 っ のitemは 二 つ のNPを 同 じ方 法 でCase-indexす る こ と が で き な い。

この分析 に よる と、 動 詞 に後続 す る場合 で も、(32)に 抵触 せ ず に 目的 語NPが 格 を与

え られれ ば文法 的 にな る と予想 され る。 動詞 に後 続 して い る主語NPがV―1か ら統率 以

外の方法 で格 を付 与 され る場 合 にこの ことが確 か め られ る ユ4。イタ リア語の 自由 倒

置構 文 が その例 で あ る。 イ タ リア語 は フ ラ ンス語 と異な り、proの 生起 を許す 言語 で

ある。 先 に も述 べ た よ うに、Rizzi(1992)は この事 実 を踏 まえ、 イ タ リア語の 自由倒

置構 文 に つ いて、 次の よ うにIP指 定 部 にproを 設定 した分析 を提案 して い る。

(52)pro ha  telefonato [Gianni].

   has telephoned    "ジ ャ ン ニ は 電 話 を し た 。"

この 場 合 、IP指 定 部 に あ るproが1と のspec-head agreementに よ っ て 格 を付 与 さ れ る

こ とが 可 能 で あ る。IP指 定 部 に あ るproと 動 詞 に後 続 す る主 語NPは 、 大 連 鎖 を 形 成 す

る と考 え られ る 。 従 っ て、 主 語NP自 身 が 格 を 受 け な くて も、 pr。 が 格 を 受 け れ ば 、 大

連鎖(pro;,NPi)が 格 フ ィ ル タ ー を 満 た す こ とに な る。 す る と、 直接 目 的 語NPがVの 補

部 に あ っ て も、V―1か ら統 率 に よ っ て 格 を 受 け る こ と が 可 能 とな り、 文 法 的 で あ る と

予想 さ れ る。

(53)

agreement

IP
/¥
prOi  I'

1¥  VP
<<
  IV, NPiV」%

¥

 t,   NP   government

実 際 、Burzio(1986)が 指 摘 して い る よ う に 、 イ タ リ ア語 の 自 由倒 置 構 文 は 直 接 目 的

語 が 動 詞 に後 続 して い て も可 能 で あ る ユ5'16。

(54)Esamineranno il  caso [molti esperti].

will examine the case  many  experts

"多 く の 専 門 家 が こ の 事 件 を 調 査 す る だ ろ う
。"

この事 実 は、 自 由倒置 構文 に お いてproを 仮定す る分 析及 びS工構 文 にお け る制 限 を格
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理論 で説 明す る本稿 の分 析が妥 当で あ るこ とを示 して いる。

4.3.that-t効 果

 2章 に お い て 、 フ ラ ン ス 語 に お い てthat―t効 果 が 見 ら れ な い とい う 事 実 は、 フ ラ

ン ス 語 にproを 認 め る 分 析 に 対 して 問 題 と な る と主 張 した 。

(25)Chi credi       che  e  telefoner�?

  who you-believe that    will-telephone

(27)*Qui crois-tu que e t�1駱honera?

で は この現 象 は どの よう に捉 え る こ とが で きるだ ろ うか。 本 節 では、 この現 象 が

(35)及 び本稿 で提 案す るSI構 文 の構 造 の妥 当性 を証 明す る と い うこ とを示す。

 (35)の 仮 定 に よ る と、 主 語NPはLFに お い てIP指 定 部 に お い て φ一featureの

checkingを 受 け ね ば な らな い 。 フ ラ ン ス語 で はproの 生 起 が 許 さ れ な い の で、 S構 造

でIP指 定 部 が 空 で あ る。 従 っ て 、 主 語NPがwh移 動 して い る場 合 、 LFで 主 語NPが φ 一

featureのcheckingを 受 け る た め に は、 IP指 定 部 の 位 置 に 痕 跡 が 必 要 と な る。 しか し、

queの と るIP指 定 部 の 位 置 はECPを 満 た す こ とが で き な い 位 置 な の で 、 この 位 置 に 痕

跡 が あ る と非 文 と な る の で あ る。

(55)* CP

/¥
Qll l�   C'

C
/¥
 IP〈

tu  I'
/¥
I  VP
〈
V    CP
l  〈
cr�re  t,     C_'      /¥

C   IP
i
que(t;) 1_'    〈

I   VP
/¥

ECP違 反     V'  t三

     t�1駱honer

 こ れ に 対 し て、 イ タ リ ア語 等 のpro-dropの 言 語 で は、 主 語 の 位 置 にproが 生 起 で き

るの で 、proがLFでIP指 定 部 にお い て φ 一featureのcheckingを 受 け る こ とが で き る 。

このproはVP内 に 生 起 す るNPと 大 連 鎖 を な して い る の で、 大 連 鎖 のmemberで あ るVP内

のNPと 定 動 詞 と の 一 致 が 保 証 さ れ る の で あ る。
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(56) 一ヌ ＼
chi;   ﾇ'
〈C    IP

   へ
pro I_'〈

I   VP
〈
V    CP
i  〈

credere  ti    ﾇ'       /¥

C   IP
l へ
     1'che pro;   _    /¥

    I   VP
      〈

  V,   ti△

telefonare

 こ の よ う に、 フ ラ ン ス 語 のSI構 文 で は、 LFでIP指 定 部 に お い て 主 語NP自 身 も し く

はそ の 痕 跡 が φ 一featureのcheckingを 受 け ね ば な らな い と い う 点 でpro-drop言 語 と

異 な る た め に 、that-t効 果 が 見 ら れ る と説 明 で き る ユ7。 こ の よ う に考 え れ ば、 イ タ

リア語 の 自 由 倒 置 構 文 とフ ラ ン ス 語 のSI構 文 の 間 の 直 接 目 的 語 に関 す る 分 布 上 の 相

違 と両 言 語 にお け るthat-t効 果 の 有 無 とい う一 見 無 関 係 に 見 え る現 象 を 、 proに 関 す

るパ ラ メ ー ター に よっ て 平 行 的 に扱 う こ とが で き る。

5.ま と め と展 望

 本 稿 は、 次の 仮 定 をた て る ことに よってSI構 文 にお ける構 造 を考 察 し、 直接 目的

語の生起 に関す る分布 上の制 限をGB理 論の格 理 論の 観 点か ら説明 した。

(57)フ ラ ンス語 のVPに お いて 主語NPはV'の 左右 いず れの位 置 にお いて も基底 生成 が

 可 能 で あ る。

(58)フ ラ ンス 語 で は 、S構 造 でVが1に 繰 上 が っ て い る。

(59)一 っ のitemは 二 っ のNPを 同 じ方 法 でCase―indexす る こ とが で き な い 。

(60)統 率 に よ る 格 付 与 は 、 お の お の の 投 射 に お い て 主 要 部 に 対 してcanonicalな 位 置

 に あ る 要 素 に 対 して の み 可 能 で あ る。

(61)格 フ ィル タ ー の 要 請 に よ る 移 動 の 連 鎖 は局 所 的 で な け れ ば な ら な い 。

(62)LFに お い て 主 語NPはIP指 定 部 に お い て φ一featureのcheckingを 受 け る。

 また、 これ らの 仮定 が、量 化 詞遊 離現 象、 イ タ リア語 の 自由倒 置構 文、that―t効

果に関 す る現象 に よって支 持 さ れる こ とも示 した。

理論 的 には、VP内 主語 仮説 の更 な る裏付 けを提 示 し、 格付 与 にお け る3種 類の 方
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法 、 す な わ ち 統 率 、 一 致 及 び 編 入 の 区 別 の 必 要 性 を主 張 し た。 分 析 で た て た仮 定 の

位 置 づ け に っ い て は 、(57),(58)が パ ラ メ ー タ ー に よ っ て 指 定 さ れ る も の で 、(59)～

(62)が 普 遍 的 な 条 件 で あ る と考 え る 。

 これ らの仮 定、 特 に(60),(61)に 関 して はその妥 当性 に関 して 更 に考 察 を加 えねば

な らな い。 また、 注1)で 述 べ たSI構 文 の生起 す る環境 に関す る制 限 に対 す る従来 の

説 明 は不 十 分で あ り、研 究 の余 地が あ る もので あ る。 これ らの 問題 に 関 しては、 今

後 の研 究 の課 題 と した い。

注

*こ の 論 文 を 書 くに あ た っ て、 イ ン フ オ ー マ ン トと して 、Jacques Lalloz氏 に ご協 ヵ

い た だ い た。 ま た 、 研 究 室 の 先 輩 で あ る 岸 田 泰 浩 氏 に 貴 重 な 助 言 を 頂 い た 。 こ こ に

謝 意 を 表 した い。

1)フ ラ ン ス 語 に お け るSI構 文 に は 、 本 稿 で 扱 う分 布 上 の 制 限 以 外 に生 起 す る 環 境 に

も制限 が あ る。 以下 の例 に示 され る ように、wh句(関 係 詞 を含 む)を 含 む文、 接

続 法の 動詞 を含 む従属 文 で随 意的 に 現れ、 通常 の 直説法 の動 詞 を含 む文 で は不 可

能 で あ る。 疑 問 文の場 合、wh句 が 現 れな い場合 は主 語NPを 主語代 名 詞 で繰 り返 す

複 合倒 置 を用 い ね ばな らな い。

wh句 を 含 む 疑 問 文

a.Quand partira   ton  ami?

 when  will-leave your friend

b.Quand ton ami partira-t-il?

wh句 を 含 む 間 接 疑 問 文

君の友 達 は いつ 出発 す るの。"

c.Elle sait  tr鑚 bien �  quelle heure partira   ce  gar輟n.

she  knows very well at what   time  will-leave this boy

"彼 女 は こ の 少 年 が 何 時 に 出 発 す る の か よ く 知
っ て い る 。"

d.Elle sait tr鑚 bien � quelle heure ce gar輟n partira.

関 係 節

e.Le  probl鑪e auquel   r馭l馗hit le  savant  est trivial.

the problem  to-which thinks    the scholar is  trivial

"こ の 学 者 が 考 察 し て い る 問 題 は 自 明 の こ と だ
。"

f.Le probl鑪e auquel le savant r馭l馗hit est trivial.

接 続 法 の 動 詞 を 含 む 文
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g.J,exige   que  soit 駘imin馥   cette solution.

I require that be   eliminated this  solution

"私 は こ の 解 決 法 が 削 除 さ れ る こ と を 要 求 す る
。"

h.」'exige que cette solution soit駘imin馥.

wh句 を 含 ま な い 疑 問 文

i.*Partira    ton  ami    �  9 heures?

will-leave your friend at   hours

"あ な た の 友 達 は9時 に 出 発 す る の
。"

j.Ton ami partira-t-il � 9 heures?

wh句 を 含 ま な い 間 接 疑 問 文

k.*Je me demande si partira    ton  ami.

I  wonder     if will-leave your friend

"君 の 友 達 は 出 発 す る の だ ろ う か
。"

1.Je me demande si ton ami partira.

直 説 法 の 動 詞 を 含 む 平 叙 文

m.*Marie pense  qu'a    cri�  Pierre.

    thinks that has cried

 "マ リ ー は ピ エ ー ル が 叫 ん だ と 思 っ て い る 。

n.Marie pense que Pierre a cri�.

SI構 文 がwh疑 問文 と接続 法 の用 い られる文 に おいて のみ 見 られ る とい う制限 に

に 関 して は 、Kayne and Pollock(1978)が[wh]も し く は[+F](接 続 法)と い う素 性

をCOMPが も っ て い る 場 合 にNP後 置 が 許 さ れ る と い う定 式 化 を して い る。 こ こ で は

仮 に 、C-headが も つ[wh],[+F]がhead―head agreementに よ っ てCか ら1,Vへ と 与 え

られ 、 こ の 素 性 をVが も つ 場 合 に の みSI構 文 が 可 能 で あ る と考 え て お く。

2)Deprezは 、 Pollock(1989)に 従 い、 IPをT(ense)P,AGR(eercent)Pに 分 割 す る構 造 を

 仮 定 して い る。 本 稿 も この 構 造 を仮 定 す るが 、 以 下 で は、AGROPとAGRSPの 区 別 が

 重 要 と な る 場 合 以 外 はAGRPをIPと 表 記 し、 TPは 省 略 す る。

3)stage level predicateと は 、 一 時 的 あ る い は 移 行 的 な 状 態 、 動 作 を 表 す 述 語 で あ

 り 、individual level predicateと は 不 変 的 な 状 態 を 表 す 述 語 で あ る 。 こ の 両 者

 の 違 い に つ い てKratzer(1989)は 次 の よ う に議 論 して い る。 stage level

 predicateの 場 合 に は 空 間 時 間 的 な外 項(spatiotemporal external argument)が 存

 在 す る の に 対 し、individual level predicateの 場 合 に は こ の 項 が 存 在 せ ず 、 主

 語 が 外 項 と な る。 外 項 以 外 の 項 は 全 てD構 造 に お い てVP内 に 生 成 さ れ る の で

 (W匀liams(1981))、 stage level predicateの 場 合 主 語 はVP内 に 生 成 さ れ る の に 対
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 し 、individual level predicateの 場 合 主 語 は 外 項 と してIP指 定 部 に生 成 さ れ る。

4)absorptionと は 、 HiSginbotham and May(1981)の 用 語 で、 多 重wh疑 問 文 の1対1

の 解 釈(bijection intepretation)等 に お い て、 二 つ のoperatorを 合 併 し、 単 一 の

operatorを 形 成 す る 随 意 的 な 規 則 で あ る。

5)(29)の 構 造 にお い て、IP一 指定 部 の位 置 は空 であ る。 フ ラ ンス語 の場 合 、 この こ と

 は一 見、 問題 で あ る ように 思われ る。 フ ラ ンス語 では通 常、 主語NPが 動 詞 に後 続

 した場 合、IP指 定部 の位 置 が空で あ るこ とは許 されず、虚 辞の代 名 詞 が必要 で あ

 るか らであ る。

a.ll est arriv�  trois filles.

 it has arrived three girls "少 女 が 三 人 や っ て き た 。"

b.*Est arriv�(es) trois filles.

bの よ う に"i1"が 生 起 しな い場 合 、 な ぜ 非 文 に な る か と い う こ とが 問 題 と な る。 こ

の 解 決 案 と して 、[+AGR]の1は 主 格 を 必 ずNPに 与 え ね ば な らな い と い う 条 件 が あ る

と考 え る こ とが で き る(こ の 条 件 は パ ラ メ ー タ ー で あ る 可 能 性 が あ る。)。

Belletti(1988)は 、 上 の よ う な 非 人 称 構 文 に お け る 動 詞 に 後 続 す るNPは 、 動 詞 に

よ っ て 固 有 格 で あ る分 格(partitive case)を 付 与 さ れ る と 主 張 し て い る 。 こ れ に

従 う と、 動 詞 に 後 続 す るNPは 主 格 を 受 け な い の で 、 主 格 を 受 け るNPが 他 に 必 要 と

な る。 従 っ て、 非 人 称 構 文 に お い てIP指 定 部 を しめ るnllnの 生 起 が 義 務 的 と な る

と説 明 で き る 。SI構 文 の 場 合 に は、 VP内 に あ る 主 語NPが 主 格 を 受 け る の で、 IP指

定 部 が 空 で あ っ て も 問 題 な い の で あ る。

6)SI構 文 にお いて、 次 の よう に前置 詞 句が主 語NPに 後 続 して い る例 も容認 可能 であ

 る。

a.?Je me demande bien quand ont  mang� beaucoup de

I  wonder     well when  have eaten many     of

linguistes dans ce   restaurant.

linguists  in   this restaurant

b.?Je ne  crois  pas qu'aient mang� beaucoup de linguistes

 I     believe not that

 dans ce restaurant.

c. les fleurs  qu'a    donn馥s Marie au     mendiant

the flowers that has given        to-the begger

この例 は(29)の 構 造 に対す る反例 に 見え る。 しか し、Kayne(1986)は これ らの例 は

前 置詞 句 が主 語NPの 右 側 に移 動 した例 で ある と分析 してい る。 これ を本稿 での 分
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析 に採 用 す る と次 の よ うな構 造で あ る と考 え る こ とが で き る。

IP＼

  1'

/¥
王   VP
〈 へV
, IVP     PP」
〈
V'  NP
/¥
t� ts

7)poll。ck(1989)は 、 英 語 の 場 合1がVへ 移 動 す る の に 対 し、 フ ラ ン ス語 の 場 台Vが1へ

移動す る と主張 して い る。 この違 い は、 次 の よ うに、 定 動 詞 と副 詞 との語 順の 違

いに反 映 さ れる。

a.*John likes not Mary.

b.Jean n'aime  pas Marie.

    likes not

c.*John kisses often Mary.

d.John often kisses Mary.

e.Jean embrasse souvent Marie.

   kisses  often

f.*Jean souvent embrasse Marie.

英語 の 場合Vが 移動 しな いの で副 詞 が定 動詞 に先 行す る の に対 し、 フ ラ ンス語 の 場

合Vが 移 動 す るの で定動 詞 が副詞 に先行 す る。

8)Baker(1988)は 、 こ の 条 件 に よ っ て 次 のNiueanの 例 を 説 明 して い る。

a.Kua f� fakah� vakalele tuai               he magafaoa

PERFECTIVE-HABITUAL-send-airplane-PERFECTIVE ERGATIVE-family

e tau tohi.

ABSOLUTIVE-PL�AL-letter

"家 族 は 手 紙 を 航 空 便 で 送
っ た も の だ っ た 。"

b.*Kua f� fakah� tohi vakalele tuai                   e magafaoa.

 PERFECTIVE-HABITUAL-send-letter-airplane-PERFECTIVE ABSOLUTIVE-family

aで は"vakalele"がVに 編 入 し、"tohi"が 統 率 に よ っ て 構 造 格 を 受 け る こ と に よ っ

て そ れ ぞ れ格 フ ィ ル タ ー を 満 た し、 文 法 的 で あ る。 こ れ に 対 し、bで は 二 っ のNPが

Vに 編 入 して い る 。 これ は 、(32)の 条 件 に 違 反 す る た め 非 文 で あ る と説 明 さ れ る 。

9)Giorgi and Longobardi(1991)は 英 語 や イ タ リ ア 語 の 現 象 を観 察 し、 vの 右 側 に 格
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付 与 が許 され るの に対 し、VP指 定 部 には許 され ない とい う同様 な仮定 をた てて い

る。

10)フ ラ ン ス 語 に お い てS構 造 でNPがAGROP指 定 部 に移 動 して い る文 が 非 文 で あ る こ

 と に っ い て 、Chomsky(1991)は こ の 構 造 が 格 に関 す るChain Conditionに よ っ て 排

 除 さ れ る こ と を 示 唆 して い る。

11)φ 一featureと は 、 Chomsky(1981)等 に お い て 提 案 さ れ て い る 概 念 で 、 性 、 数 、 人

 称 な ど の 文 法 的 素 性 の 集 合 を 指 す 。Chomsky(1991)は 、 こ のfeatureは 、 LFに お い

 てAGR主 要 部 と のspec-head agreementに よ っ て 適 切 か ど う か がcheckさ れ る と して

 い る 。

12)こ の パ ラ メ ー タ ー を 設 定 す る こ と に よ っ て、Giorgi and LongobardiはNPに 関 す

 る 英 語 と フ ラ ン ス語 に お け る 多 くの 違 い を説 明 して い る。 一 例 を 以 下 に 挙 げ る。

a.*his/*John's books of my favorite writer

b.his/John's books by my favorite writer

eses livre de mon auteur pr馭駻�

his book  of my  writer favorite

英語 のNPで は、 a,bの よ う にbyを 用 い な けれ ば、 外項 で あ るpossessorとagentが 同

時 に生起 す るの が不可能 で あ るの に対 し、 フ ラ ンス語 ではbの よ うにnpar(by)"を

用 いな くても 可能 で ある。 この対 立 が生 じるの は、 英語 の場 合 外項 の生 成 される

位 置が 指定 部 に 限 られ るの に対 し、 フ ラ ンス語 の場 合指 定 部 とN'の 右側 の両 方の

位 置が 外項 の生 成 される位 置 と して 可能 であ る ためで あ る と説 明 さ れる。

13)SI構 文で 主語NPがV'の 右 側 に生 成 され る場 合、 基底 の 位 置でNPが 格 付 与 さ れる。

 従 って、 次 の よ うに主語NPがIP指 定 部 に移 動 し、 量 化詞 が 基底 の位 置 に と どまる

 派 生は、 経 済性 の原 理 の違 反 とな り非 文 であ る と予想 され る。

  1.P〈

NPi   I_'
〈
I     VP
<  <
V I  V'  NP

A
Q  ti

この予 想 に反 す る と思 わ れ る例 が存 在 す る。次 の よ うに、SI構 文 の生起 が許 され

る関係 節 にお い て、 量化 詞 が 節の 最後 に現 れ る例 は容 認可 能 で ある。

?Les 騁udiants  qui  ont  vu   ce   film,  tous

the students   that have seen this movie  all

 .:



"皆 が この 映画 を見 た学 生"

この例 につ いて は、次 の よう な分析 が可能 で あ る。 この よ うに量化 詞 が単独 で 文

i末に生 起 す る場 合 、必 ず ポ ー ズが必 要で ある。 また、"preSqUe(almost)"な どの修

飾語 を伴 わな い場 合、 容認 度 が下 が る。 更に、 この よう に量 化詞 が 文 未 に生起 す

る例 は、SI構 文 が許 されな い環境 にお いても容 認 可能 で あ る。 この こ とか ら、 上

の例 は、 量化 詞 が基底 の位 置 に とど まってい る のでは な く、 強 調の ため に文末 に

付加 して い る と考 える こ とがで きる。 この可能 性 につ いて は更 に検 討 す る必要 が

ある。

14)pollock(1989)は 、 イ タ リ ア 語 のAGRは 豊 富 で あ る こ と か ら、 フ ラ ン ス 語 と 同 様 θ

 役 割 に 対 して 透 明 で あ り、 イ タ リ ア語 に お い て もVが1に 繰 上 が る こ とを 示 唆 し て

 い る。

15)Burzi。(1986)も 自由倒 置 構 文 にお いてIP指 定部 にあ る虚辞 の要 素 が格 を受 け、 動

 詞 に後 続 す るNPに 格 が転送 さ れる とい う同様 の分析 を して いる。

16)Contreras(1991)に よ る と、 イ タ リ ア語 と同 じpro-drop言 語 で あ る ス ペ イ ン語 に

 お い て も 自 由倒 置 構 文 が 見 ら れ、 直 接 目 的語 の 生 起 が 可 能 で あ る 。

Sabe  la  lecci� Maria.

knows the lesson

"マ リ ア は そ の 授 業 を 知 っ て い る
。"

 この例 も イタ リア語 と同様 に説明 され る。

17>フ ラ ンス語 にお い て補 文 の主語 の抜 き出 しが 全 く不可能 とい うわ けで は ない。 次

の よ う に 補 文 標 識 が"qui"と い う形 式 で あ れ ば 、 抜 き出 し が 可 能 で あ る。

Que;  crois-tu    qui  t; est arriv�?

what  believe you that    has happened

"君 は 何 が 起 き た と 思 う か
。"

この 現 象 に つ い て、Rizzi(1990),Manzini(1992)は 次 の よ うに 主 張 し て い る。

疑 問 詞"que"が 補 文 のCP指 定 部 を 経 由 し、 そ こ でC主 要 部 とspec-head agreementに

よ っ て 一 致 す る。 この 一 致 した 補 文 標 識 が"qui"で あ る 。 一 致 したC主 要 部 のAGRは

統 率 子 で あ る の で、IP指 定 部 の 痕 跡 が 主 要 部 統 率(head-govern)さ れ 、 ECPを 満 た

し文 法 的 とな る。 こ れ に 対 し、(25)の 補 文 標 識"que"は 一 致 した 形 式 で な い の で 、

統 率子 と は な れ な い 。 従 っ て 、 痕 跡 が 主 要 部 統 率 さ れ ず 、ECPを 満 た す こ と が で き

な い の で あ る 。
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